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Space Tethers Will Play a Key Role:













Comparison with a conventional wind turbine





Fig.1 Makani power社 The M600 energy 
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１．低温、地吹雪、強風 ＞ 強風時の避難
２．出力安定性 ＞ 設備利用率の増加
時間的かつ季節的な変動
まとめに代えて
極地でのエネルギー供給
に適した風力発電装置とは
３．運搬容易性
ＮＵ-102 ダウンウインド型
うず電流型電磁ブレーキを備
えた静翼付風力発電装置
南極昭和基地で第19次越冬隊
（1978年）現地実地テスト
垂直軸風車：昭和基地の20kW風車（56次隊中村隊員提供）


